第28回新素材・新技術研究会「燃料電池と水素ｲﾝﾌﾗ技術の現状」

日時　平成16年2月27日(金)13:30～16:40

場所　愛知産業株式会社　3F講堂

第1部「世界の燃料電池と水素ｲﾝﾌﾗ開発の現状及び展望」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水素ｴﾈﾙｷﾞｰ協会理事　岡野一清氏

　水素の特性と利用技術、燃料電池の特徴と自動車用燃料電池の現状、経済産業省の燃料電池導入目標、水素ｽﾃｰｼｮﾝのｼｽﾃﾑ、水素の市場導入での課題、水素ﾋﾞｼﾞﾈｽの将来展望等水素と燃料電池について、日本及び世界の現状を幅広く詳細に解説された。
燃料電池の実用化の現状についてはリン酸型燃料電池については、現在米国1社、国内2社(富士電機、東芝)のみ製造しており技術的に完成しているが、自動車・家庭用燃料電池として開発されている固体高分子形については、膜の寿命が1年程度(出力電圧が10%低下)で実用機器として普及するには更に基礎開発が必要であるとの見解が述べられた。
燃料電池用の水素供給ｽﾃｰｼｮﾝについて、日本及び世界の現状を説明し、水素は環境に優しいｴﾈﾙｷﾞｰであり、石油に替わるｴﾈﾙｷﾞｰ源として市場に定着させるには技術開発以外に取り扱いについて法制面からの規制緩和が必須であること、従来水素をｴﾈﾙｷﾞｰ源として活用した例がなく適切なとりあつかいをすれば安全なｴﾈﾙｷﾞｰ源であることの一般大衆のｺﾝｾﾝｻｽを得る事が重要との認識が示された。また、今年6月にﾊﾟｼﾌｨｺ横浜で開催される第15回世界水素ｴﾈﾙｷﾞｰ会議の概要が紹介された。
講演後、ISOTC197の日本での活動状況、液体水素の活用のためのｲﾝﾌﾗが日本では未発達であること、水素吸蔵合金は希望の星ではあるが現状では吸藏量が5.0%に達していないこと、また自動車用としては1回の供給で500km走行が必要なこと、白金触媒の枯渇問題への対応、構成機器の効率の向上が必要なこと等について熱心な質疑応答が行われた。　

第2部「水素ｽﾃｰｼｮﾝの開発と安全対策」

　　　　　　　　　　　　　日本酸素(株)技術本部水素ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部ﾏﾈｼﾞｬｰ　白根義和氏
　燃料電池自動車や家庭用燃料電池を中心とした燃料電池開発と普及のための実証試験が進んでおり、現在燃料電池自動車への燃料供給源となる水素ｲﾝﾌﾗの開発が進行している。講演者が1999年から参画されたNEDOのWE-NET計画の水素ｽﾃｰｼｮﾝの開発と実証研究について、開発状況、We-NET計画での水素ｽﾃｰｼｮﾝの安全対策、規格の見直し・点検、今後の課題について解説された。

現在の35MPa高圧水素スタンドの構成機器としては高圧を扱う圧縮機、蓄圧器、ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ及び制御盤が必要であり、それぞれの機器の開発の現状について機器の写真を用いて解説された。一般的にはこれらの高圧の機器は外国製が多いようである。また、現在稼働している日本酸素(株)が設置された水素ｽﾃｰｼｮﾝの具体的な構造及びこれらの設備の安全対策についても写真等で詳細に紹介された。現在JHFCの燃料電池車が47台登録されており、うち7台は公用車である。これらへの水素ｶﾞｽの充填用ｶﾌﾟﾗｰについても、現状を紹介された。また、充填時の温度上昇についても調査されており、ﾀﾝｸ温度が70-80℃迄上昇する結果がしめされており、急速充填技術の開発も今後の検討課題の一つである。講演後、流量計の流量精度、ｺﾞﾑﾎｰｽの水素透過度、蓄ｶﾞｽ容器等についての質疑応答及び3/12開催のJHFCｾﾐﾅｰが紹介された。
会長講話　「代表的な金属系新素材の産業化と市場規模」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京工業大学名誉教授　　田中良平氏
各種金属系新素材の用途、市場規模、今後の課題について総括的に解説された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
